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「戦
争
繰
り
返
す
な
」

四
日
市
空
襲
体
験
者
語
る

太
平
洋
戦
争
末
期
の
四

日
市
空
襲
の
体
験
者
が
当

時
を
語
る

「再
び
ふ
る
さ

と
を
戦
火
に
さ
ら
さ
ぬ
た

め
に
」

（中
国
新
聞
社
後

援
）
が
十
六
日
、
四
日
市

市
勤
労
者

・
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
で
あ

っ
た
。

春
日

一
彦
さ
ん
貧
９
＝

名
古
屋
市
西
区
＝
と
河
村

紀
子
さ
ん
伏
じ
＝
四
国
市

市
中
町
――
の
二
人
が

「
二

度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な

い
で
ほ
し

い
」
と
訴

え

た
。市

民
団
体

「
四
日
市
革

新
懇
話
会
」
が
、
戦
後
七

十
年
を
控
え
、
戦
争
の
記

憶
を
語
り
継

ご
う
と
開

き
、
約
六
十
人
が
来
場
し

た
。市

街
地
に
焼
夷
弾
が
降

り
注
い
だ

一
九
四
五

（昭

和
二
十
）
年
六
月
十
八
日

未
明
、
国
民
学
校
六
年
だ

っ
た
春
日
さ
ん
は
家
族
と

避
難
し
た
が
、
父
は
遺
体

で
見
つ
か

っ
た
。

春
日
さ
ん
は
空
襲
下
で

市
民
に
消
火
活
動
を
義
務

付

け
た
当
時

の

「防
空

法
」
に
触
れ
、
「町
内
会
の

製
額
げ
“
競
彼
凛

つ 消
漱
嗜

・

.1■
=■

‐

だ
ろ
う
。
戦
争
で
は
真
面

目
な
人
が
犠
牲
に
な
る
」

と
理
不
尽
さ
を
話
し
た
。

高
校
生
だ
っ
た
河
村
さ

ん
は
空
襲
下
、
母
と
三
滝

川
に
飛
び
込
み
、
十
時
間

余
り
漬
か

っ
て
戦
火
を
逃

れ
た
。

「焼
夷
弾
は
川
の

中
ま
で
燃
え
る
。
周
り
は

阿
鼻
叫
喚
の
光
景
で
、
生

き

た

心

地

が

し

な

か

っ

た
」
と
振
り
返

っ
た
。

ま
た
ヽ
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
に
つ
い
て
批

判
し

「国
の
た
め
に
私
た

ち
が
命
を
落
と
す
時
代
が

来
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」

と
話
し
た
。

（河
崎
裕
介
）

空襲で亡 くな つた父について語る
春 日―彦 さん =いずれ も四 日市市
勤労者・ 市民交流セ ンターで
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空
襲
で
父
は
焼
死

「経
験
語
り
継
ぐ
」

四
日
市

で
講
演

約
８
０
０
人
が
亡
く
な

っ
た

四
日
市
空
襲
を
語
り
継

ご
う

と
、
四
日
市
市
で
１６
日
、
市
中

心
部
で
空
襲
を
体
験
し
た
春
日

一
彦
さ
ん
（８０
）
＝
名
古
屋
市
西

区
＝
ら
が
講
演
し
た
。
約
５０
人

が
生
々
し
い
体
験
談
に
耳
を
傾

け
た
。

２０
判
鋒
哺
”
軌
ω
触
輝
麒
醐
珈

が
あ

っ
た
四
国
市
市
は
米
軍
の

攻
撃
目
標
に
さ
れ
、
６
月
か
ら

８
月
に
か
け

て
空
襲

を
受
け

た
。
市
内
の
約
３５
％
が
焼
失
し

た
と
言
わ
れ
、
市
街
地
は
焼
け

野
原
に
な

っ
た
。

中
学
校
教
員
を
長
年
勤
め
た

春
日
さ
ん
は
当
時
、
国
民
学
校

６
年
生
だ

っ
た
。
市
中
心
部
に

あ

っ
た
自
宅

で
空
襲

に
遭

っ

た
。
家
族
で
逃
げ
よ
う
と
す
る

と
、
周
囲
は
す
で
に
火
の
海
。

』
誂
げ
る
途
中
で
、
日
の
前
に

焼
夷
弾
が
落
ち
て
、
行
く
手
を

阻
ん
だ
。
混
乱
の
中
で
妹
を
見

失

っ
て
し
ま

っ
た
」
。

国
民
学
校
の
校
庭
で

一
晩
を

過
ご
し
、
翌
朝
い
自
宅
近
く
の

公
園
に
行
く
と
、
は
ぐ
れ
た
妹

と
再
会
。　
一
時
は
喜
ん
だ
が
、

地
区
の
役
員
を
務
め
、
住
人
の

誘
導
な
ど
に
当
た

っ
て
い
た
父

が
焼
死
し
た
こ
と
を
直
後
に
知

っ
た
と
い
う
。

春
日
さ
ん
は

「涙
の
再
会
の

１
、
２
時
間
後
に
は
涙
の
こ
の

別
れ
だ

っ
た
。
こ
の
と
き
の
こ

と
は
今
で
も
忘
れ
ら
な
い
。
こ

の
経
験
を
語
り
継
い
で
い
き
た

い
」
と
語

っ
た
。

（坂
本
進
）
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